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§１．研究成果の概要 

 

 天然ガス中のメタンを一部の原料として化学製品を製造することを目的として，メタンによるベン

ゼンメチル化(A)を開発している．MFI 型ゼオライトに Co を担持すると触媒活性が発現する．ゼオ

ライトは Si-O 骨格からなる結晶で，ミクロ細孔を持つ物質の一群である．結晶構造は英大文字 3 文

字からなる記号で識別され，MFI もその一つである．Mg 添加などによって活性が向上する 1)が，α

～γで分類される位置(図 1)のうち，αに位置する Co2+が強電子求引性を持ち，触媒活性をもたら

すことがわかった．そこでα構造に富む MEL 型(図 2 右)を合成し，MFI 型(図 2 左)に代えて用い

たところ，αに位置する Co2+は増加し(図 3 の棒グラフの 部分)，活性が向上した(図 3 の■)． 

 

 CH4 + C6H6 → H3C-C6H5 + H2     (A) 

 

   

図 1 (左) α構造，(中) β構造(γは少ないので省略); 青が Co 原子を示す，(右) その MFI 骨

格内位置． 

   

図 2 (左) MFI，(右) MEL 型ゼオライトの骨格構造． 

 

図2 Co/MFIおよびCo/MELにおける各サイト上の[Co2+]と触媒活性． 
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